新たな米軍基地の強化・恒久化計画の押しつけに反対する国民的なたたかいに立ち上がろう

みなさん。

いま、日米両政府が合意した新たな米軍基地の強化・恒久化、自衛隊基地との一体化計画の押しつけに反対する自治体ぐるみの取り組みが全国各地でひろがっています。このたたかいは、地域住民のくらしと生命、安全を守る切実なものであるとともに、日本の未来と平和にかかわる重大な国民的な課題です。いまこそ、米軍基地の押しつけに反対する国民的なたたかいに立ち上がることを心からよびかけます。

日米両政府が10月に合意した「日米同盟　未来のための変革と再編」（日米安全保障協議委員会「中間報告」）は、日本と世界の平和にとって、たいへん危険なものです。日米同盟を安保条約の枠組みさえ踏み越え、地球規模に拡大し、ブッシュ政権の先制攻撃戦略を担う柱に仕立てようとするものです。在日米軍基地の強化・恒久化計画をおしつけるとともに、米軍と自衛隊の全面的な一体化をおしすすめようとしています。これは、憲法を踏みにじって世界の平和を危うくするとともに、世界から孤立するおろかな道でもあり、絶対に許してはなりません。日本を世界最大の米軍基地国家とし、また「戦争をする国」に変えてしまうことをなんとしても阻止し、憲法９条が花開く非核・平和・中立の日本への展望をきりひらきましょう。

みなさん。

政府が押しつける米軍基地の強化・恒久化計画は、事故・騒音、犯罪、環境破壊をはじめ町づくりに深刻な支障をきたすなど、半世紀をこえる住民への耐えがたい被害と損害をいっそうひどくするものです。しかも自治体の意向を無視して、「平和の代価」などとして押しつけようとする強権的な態度は、絶対に許されないもので、怒りを禁じえません。

米軍基地を押しつける政府には、なんの道理もありません。政府は日米合意を撤回すべきです。わたしたちのたたかいは、平和と民主主義、憲法を守るたたかいであり、正義も未来もあります。

沖縄では県民の粘り強いたたかいによって、基地の「たらいまわし路線」が破綻したため、日米両政府は、頓挫した米軍基地建設計画に変わって辺野古沿岸案を押しつけています。これにたいし、島ぐるみのたたかいで反撃し、いま名護市長選挙で新基地計画反対の明確な審判を下そうとたたかっています。座間でも、横須賀でも、岩国でも周辺自治体も含めて首長、議会、住民ぐるみのたたかいが盛り上がっています。こうした自治体ぐるみのたたかいをいっそう発展させるとともに、全国の草の根、職場、地域から国民的な取り組みをひろげ、手をつないで、大きく政府を包囲しようではありませんか。

■全国各地の自治体ぐるみのたたかいを支援し、政府に押しつけ反対の声を集中しましょう。すべての自治体議会への反対決議の要請をはじめ、多彩な取り組みで国民的な声を高めましょう。

■島ぐるみのたたかいをすすめる沖縄のたたかい、名護市長選挙への支援をすすめましょう。

■地域、職場で、新たな日米合意と米軍基地強化・恒久化計画に反対する学習・宣伝をすすめ、米軍基地反対署名運動に取り組みましょう。　
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